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開 催 日

場 所

時 間

参 加 者

　１　概要

　２　準備日程

参加募集の案内の配付、参加票の回収

　１　概要

　２　準備日程

栄養教諭との詳細の打合せ
参加募集の案内の配付、参加票の回収

ＰＴＡ執行部と学校の担当職員でつばきサロンの期日と内容について相談を重
ね、３回の計画が決定

７月中旬

前年度11月頃 ＰＴＡ理事会で研修期のテーマを「防災」に決める
５月中旬

６月中旬

４月～７月

①「防災講演会」

　前年度中に当年度のＰＴＡ理事会研修部の役員で研修内容を検討し、テーマ「防災」が決定した。学
校の担当職員を窓口に様々な調整を図り、近藤ひろ子様に講師を受けていただくことができた。
　事後は「災害についての基礎知識、用語、心構えについて分かりやすく話していただいた」「お話を
聞いて家のハザードマップを見ました」「なるほどと思ったことがいろいろあり、実践していきたい」
などの感想をいただき好評だった。

　

愛知県立瀬戸つばき特別支援学校 ３　特別支援

①「防災講演会」　②「つばきサロン」

保護者同士のつながり

①「防災講演会」　　令和５年７月12日（水）
②「つばきサロン」　第１回　令和５年９月20日（水）
　　　　　　　　　　第２回　令和５年11月９日（木）
　　　　　　　　　　第３回　令和６年２月27日（火）を予定

愛知県立瀬戸つばき特別支援学校　体育館、教室など

①「防災講演会」　　午前９時50分から正午まで
②「つばきサロン」　第１回　午前10時30分から午後３時まで

①「防災講演会」　　保護者37名
②「つばきサロン」　第１回　保護者20名

②「つばきサロン」
コサージュ作りや給食の試食などを通して自然に和やかな雰囲気となり、ざっくばらん
に話ができるようになっていく。

①「防災講演会」講師：名古屋市港防災センター　防災教育アドバイザ-　近藤ひろ子　様

　学校での保護者同士の交流の場を継続して計画・実行している。より多くの保護者に参加したいと
思っていただけるよう、作業（卒業式で卒業生が着けるコサージュ作り）だけでなく給食試食会も加え
た企画を実施したところ、20名もの保護者に参加いただくことができた。
　事後は多くの方より「先輩方と楽しくお話できた」「コサージュ作りは楽しく脳トレのようだった」
「給食がおいしかった」「レシピをもらえたので家で作ってみたい」などの感想をいただいた。
　第２回は学校行事「防災訓練」を、第３回は「ボッチャ体験」を加えた企画を計画している。

②「つばきサロン」

主 体 委 員 会 名
・ 講 師 名 等 ②ＰＴＡ執行部

高Ｐ連受付番号

趣 旨

ＰＴＡ活動紹介

子どもたちのために 子育ての悩みの共有

①「防災講演会」担当職員から学校の防災への取組と課題について伝えること。専門家か
ら正しい知識やいざというときの心掛けを学び、今後の行動につなげること。

②「つばきサロン」普段話をする機会の少ない他部・他学年の保護者と、作業（卒業式で
卒業生が着けるコサージュ作り）をしながら気軽に交流をすること。

活 動 ポ イ ン ト

学校での取組や課題を聞くことで、ＰＴＡとして協力できることについて考える機会と
することができる。専門家から地域のハザードマップを提示しながら説明していただく
ことで、今からできることを具体的にイメージすることができる。

①「防災講演会」

①防災講演会

４．活動の様子（写真）

普段の暮らしの中での支援力（助け上

手）と受援力（助けられ上手）の話が心に

残った、との感想等をいただきました

講師の先生から色々なア

ドバイスをいただきました

たくさんの保護者の方に

参加していただきました

②つばきサロン・給食試食会

子どもたちが喜んでくれますように

お話しながら楽しくコサージュ作り

作りながら悩み事相談会に

なることもあります

学年・学部を超えてみんなで頑張っています

本校生徒考案

公式キャラク

ター

『つばっきー』

美味しい給食を食べた

後は給食クイズ

ごはん、牛乳、鶏肉のてりかけ、ゆかり
あえ、具だくさん味噌汁
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